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よしみ           れいか

吉見 玲佳さん

陽光園東館

入職４年目の「今」入職４年目の「今」
陽光園東館で活躍する、入職４年目の吉見さん。

当初は自分のケアに不安を感じる毎日でしたが、今では「この仕事が楽しい」と笑顔で語ります。
利用者様一人ひとりと向き合う中で見つけたやりがい、そして後輩たちへの想いとは？３年間の成長の軌跡を辿ります！

最も成長したと感じる点
先輩のアドバイスにより、視野が大きく広がった
入職当初は、時間内に業務を終えることで精一杯で、自分のケアが正しいのか常に不安
でした。そんな私を支えてくれたのが、先輩方の存在です。先輩のケアの仕方を見て、「こ
うすればいいんだ」と学びました。特に印象的だったのは、リスク管理のアドバイス。
「肘置きから手が出ていると怪我をするかもしれない」という、細やかな視点での声か
けにハッとさせられました。自分のことだけでなく、周りまで見てくださる先輩の存在
が、本当にありがたかったことを覚えています。経験を重ねた今、利用者様やご家族様
と、自信を持ってコミュニケーションがとれるようになりました。

ユニットケアのおもしろさと仕事のやりがい
一人ひとりの「違い」が、日々の発見に
４年目を迎えた今、ユニットケアのおもしろさを日々実感しています。利用者様は一人ひ
とり、生活のリズムがまったく違うもの。「12時ぴったりにお昼ごはんを食べたい方」や
「食後でないとお風呂に入らない方」など、それぞれの違いや個性が日々の発見につな
がっています。何よりのやりがいは、利用者様の笑顔が見られたときです。最初は不安そ
うだった方が、関わる中で心を開き、「あなたで良かった」と微笑んでくださる瞬間は、
私にとってかけがえのない宝物です。

後輩へ伝えたいことと、今後の目標

憧れの先輩のように、周りを気を配れる存在へ
後輩の皆さんへ伝えたいのは、「焦らなくて良い」と
いうこと。介護の仕事は、利用者様の体調によって
日々変化します。そのため１人で抱え込まず、周りを
頼ることが重要です。私も先輩方にそうしてもらった
ように、一緒に考えながら成長を支えていきたいと
思っています。今後の目標は、ケアマネジャーを目指
しつつ、まずは周りから信頼されるリーダーシップを
身につけること。利用者様に寄り添いながら、職員
の変化にも気づいて声をかけられる先輩になること
が理想。さらに視野を広く持てるよう、今後も精進し
ていきます。

この仕事には本当にやりがいがあると、改めて感
じています。辞めたいと思ったことはなく、毎日が
楽しいことや発見の連続です。仕事を通して、人
の役に立っているという実感や、周りを見る力が
身につきました。プライベートでも、困っている方
に自然と声をかけられるようになったのは、自分
にとって大きな成長です。そして、私をいつも支え
てくれる皆さんには感謝しかありません。いつも
元気をもらっているぶん、私も周りに元気を返せ
る存在でありたいと思っています。これからも、み
んなで良い雰囲気をつくりながら、一緒に頑張っ
ていきましょう！

入職４年目の想い

自分を成長させてくれた日々の仕事に感謝！

これまでの成長を振り返る！これまでの成長を振り返る！ 仕 事 のこだ わり

いつでも明るく、元気に、大きな声でいることを心がけ
ています。気分が乗らない日があっても、職場に来て利
用者様や仲間と一緒に笑い合うことが、私にとって最
高の気分転換になっています。特に大切にしているの
は、会話の中で冗談を交えながら「笑う空間」を作るこ
と。「一日一回、自分の言動で誰かが笑ってくれたら」
と、常に考えています。工夫している点は、耳が遠い方
や会話が難しい方には、大きな声だけでなく、身振り手
振りで想いが伝わるようにしています。難しく考えすぎ
ず、まずは楽しむ。それが、みんなの笑顔につながると
信じています。

大切に
している

なぜ木庭さんの周りには、いつも笑顔と元気が溢れているのでしょうか。
その答えは「一日一笑」という信条と、気配りに溢れた準備にありました。

人を惹きつける明るさの源泉と、誰でも真似できるポジティブな職場作りのコツを紹介します。

譲れないこだわりと大切にしている信条

利用者様から「あなたの声は聞き取りやすくて、わかりや
すいわ」と言っていただけることがあります。自分のこだ
わりが相手に届いたと感じられる瞬間は、素直に嬉し
く、一つひとつの小さな「ありがとう」や笑顔が、私のやり
がいになっています。

「こだわり」の実践で生まれた
喜びのエピソード

明日から真似できる仕事のコツ

特別なことを意識しているわけではありませんが、普
段から利用者様や職員の方々をよく見て、「素敵なとこ
ろ」や「得意なこと」を見つけて覚えておくようにしてい
ます。例えばレクリエーションの際、「〇〇さん、これ得
意でしたよね！」と声をかけると、とても喜んでください
ます。周りの職員の方々にも協力をお願いし、チーム全
体で良い雰囲気を作れるよう心がけています。元気の
ない同僚を見かけたときは、「わかるよ」と共感を示し、
まずは話を聞くことを大切にしています。

元 気を与えるために
意 識している関 わり方

デイサービスセンター
悠優かしま 木庭 菜都美さん

　こば 　　　　なつみ

～一日一笑の空間づくり～ 

テレビや動画からネタ探し
常に仕事で使えそうな「ネタ探し」をしています。意外に
役立つのが、子ども向けの教育番組です。面白い脳ト
レのコーナーなど「これはあの利用者様たちに合いそ
うだな」と考えながら見ています。動画でも構いません
が、利用者様の顔ぶれに合わせて「今日はこのネタが
いいかな」と考えるのがポイントです。常に頭の中にネ
タ帳を持っておくイメージでしょうか。日頃からアンテ
ナを張って、利用者様に楽しんでもらえる引き出しを１
つでも多く持っておくこと。それが私の仕事のコツかも
しれません。

相手の「得意」を引き出し、
良い雰囲気を作り出す

「一日一笑」を生み出す空間づくり


